













































































Voices of Young Scholars 8
15世紀以降「塵世」、または「俗世」という意味で使わ
れ、16世紀以降は、妓楼や歌舞伎など享楽にふける場所
を指すことにもなった。浮世絵の題材として最もよく使
われているのは仕女画であり、「美人画」と称される。な
かでも妓楼で働く女たちの姿を描いたものは、江戸時代
の派手な社会の気風の描写であるといえる。�
　浮世絵は庶民の生活を描写する風俗画でもあり、江戸
時代には早くも当時の世俗画業界の中心になっていた。
18世紀後期、浮世絵画家の作品が大量に広まって、美人
画は隆盛期をむかえた。浮世絵の構図、独特な人物造形、
鮮やかな色彩で形成された強烈な対比、及び主題内容な
どに日本画の特色が溢れており、中国画及び西洋画と顕
著な違いをもっている。�
　初期の美人画は日本の貴族文化の一部分ともいえよう。
その題材は、仏教に関するもの以外は主に上層社会の貴
婦人たちの生活を描いた。その後、武士階級の地位の上
昇につれ、女性の家庭内の地位も貴族時代より高くなり、
美人画の内容もだんだん武士階級の文化の一部分に拡大
した。江戸時代以降、美人画が繁栄期に入り、その題材
も大きく変わった。美人のモデルが多く歌舞伎役者など
になり、美人画はますます世俗的な様相を呈するように
なっていった。そして19世紀半ばに浮世絵美人画の発展
は終焉を迎えた。�
　浮世絵美人画が世俗的で淫靡な表現にまで向かったの
は、日本の伝統的な幽玄で婉曲な審美主義とはまったく
相容れないように思われる。しかし、よく考えてみると
このことはそう理解しがたいものではない。�
　まず、日本人が古くから性に対して、開放的な態度を
もっていたこと。この点は日本人のうわべの印象とは一
致しないように思われる恐れがあるが、今日に至るまで
依然として繁栄する日本のポルノ文化からみても、日本
の性に対する態度は比較的開放的であることがわかる。
日本文化の性格は「菊」と「刀」の複雑な合体である。�
　次は、浮世絵美人画が盛んになった時代背景との関係
である。江戸時代は、貴族、武士の地位が低くなり、新
興の商人階層が急速に増大した。商人文化は貴族文化や
武士文化とは完全に異なるものであり、より享楽的な傾
向が強い。この現世の楽しみに対する愛着と追求が、美
しく露骨な美人を描く浮世絵芸術に反映された。しかし、
このような転換が浮世絵芸術を堕落させたのか、それと
もそれを新しい境界まで推し進めたのか、意見はまちま
ちである。�
　私が思うに、われわれはポルノ芸術に適当な地位を与
えるべきである。今日の芸術道徳観では、いかなる芸術
形式をもみだりに否定してはならない。まして浮世絵芸
術はかつて一時代を築き、日本、ひいては西洋の絵画芸
術に巨大な影響を及ぼしたのだから。�
（衣曉龍さんは2007年7月26日～8月8日まで、訪問研究
員として来日された。）�
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